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1985～1988 年に発表者が調査したスンバ島の中核村ウンガは、スンバで「最初の村」

と呼ばれていた。スンバ人のマラプ（祖先神、祖霊）が上陸したと伝えられるハハル岬

が近くにあり、神話的な背景をもった地域として知られていた。私にとって神話は研究

によって明らかにされる歴史とは別物であった。ところが、たまたま見つけたインドネ

シア語の記事［anon. 2016］に、Lansing を中心とする研究チームが山の中腹に位置す

る「ウンガが最初の村」だと明らかにしたと書かれていた。参照論文［Lansing et al. 2007］
は、ウンガ周辺をオーストロネシア系言語集団の上陸地点とみなし、遺伝子と言語の分

析結果はともにそこからスンバ人がスンバ島各地に広がって行ったことを示していると

述べている。この結論の妥当性を検討するのが本発表の目的である。 
伝承に関しては、スンバ各地に伝えられている神話の内容は多様であり、ハハル岬だ

けが渡来集団の上陸地点とは言えない。とはいえ実際にフローレス海を航海してきた人

びとにとってハハル岬がランドマークとなることは確かである。一方、スンバ島におけ

る最近の発掘調査によると［Handini et al. 2023］、ハハル岬の東を流れるカダハン川に

近い Mburu Mbaku で発掘が進められている（遺跡の年代は不明）。中核村ウンガとい

う水を得るのが困難で生活環境上ふさわしくない地域に集落を建てる以前に、Mburu 
Mbaku のような川沿いに集落があったと想定するほうがはるかに妥当である。 
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